
 

知的障害教育課程の 

授業改善アシスト 

(通称：授業改善アシスト) 

【手引】 

使い方ガイド 

 

※この手引では、以下のとおり表記しています 

「知的障害特別支援学校」☛「知的障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校」 

「合わせた指導」☛「各教科等を合わせた指導」 

「知的障害教育課程の授業改善アシスト（通称：授業改善アシスト） 

☛「知的障害教育における学習評価から授業改善につなげるフレームワークに関する研究」 

 で開発されたツール（エクセルシート） 

「フレームワーク」  

☛教育課程のカリキュラム・マネジメントを実施するための「枠組み」 

   その「枠組み」に沿って目標設定から指導内容の設定、学習評価を行い、授業改善を 

するＰＤＣＡサイクルそのものを指す 

 

千葉県総合教育センター 特別支援教育部 



 

学 習 評 価 に つ い て  
 

観点別学習状況の評価とは 

 

学校における児童生徒の学習状況を、複数の観点から、 

それぞれの観点ごとに分析する評価のこと 

  

 

 

評価規準とは 

 

観点別学習状況の評価を的確に行うため、指導要領に示す目標の 

実現の状況を判断するよりどころ 

・新しい学力観に立って子供たちが自ら獲得し身に付けた資質や能力の 

質的な面 

            

 
 

 

  

評価基準（判断のための基準） 

 

それぞれの評価規準で示された、付けたい力をどの程度習得しているか

について判断する目安 

 

 

 

 

 

 

 

（例）算数 「主体的に学習に取り組む態度」 

二つのものの重さの違いを、量りなどを用いて 

考えようとしている 

（例）算数 「主体的に学習に取り組む態度」 

自分で量りなどの器具を操作し、二つのものの 

重さの違いを比べて考えていた 

（１）



学習指導要領における各教科の学習評価 
 

【小学校児童指導要録】  

［各教科の学習の記録］  

Ⅰ 観点別学習状況  

学習指導要領に示す各教科の目標に照らして、その実現状況を観点ごとに評価し  

記入する。その際、  

「十分満足できる」状況と判断されるもの：Ａ  

「おおむね満足できる」状況と判断されるもの：Ｂ  

「努力を要する」状況と判断されるもの：Ｃ  

のように区別して評価を記入する。  

Ⅱ 評定（第３学年以上）  

各教科の評定は、学習指導要領に示す各教科の目標に照らして、その実現状況を、  

「十分満足できる」状況と判断されるもの：３  

「おおむね満足できる」状況と判断されるもの：２  

「努力を要する」状況と判断されるもの：１  

のように区別して評価を記入する。  

評定は各教科の学習の状況を総括的に評価するものであり、「観点別学習状況」に  

おいて掲げられた観点は、分析的な評価を行うものとして、各教科の評定を行う場合 

において基本的な要素となるものであることに十分留意する。その際、評定の適切な  

決定方法等については、各学校において定める。 

 

 

〈目標と観点別評価規準のポイント〉 

目 標（ 三つの柱 ） 観 点 別 評 価 規 準 （ ３ 観 点 ） 

知識及び技能 知識・技能 
◆文末は「～している」 

「～できる」 

思考力、判断力、表現力等 思考・判断・表現 
◆文末は「～している」 

    「～できる」 

学びに向かう力、人間性等 主体的に学習に取り組む態度 ◆文末は「～しようとしている」 

 

 

（２）



【小学校 算数】 

１ 単  元  名  余りのあるわり算  

２ 内容のまとまり  第３学年「Ａ 数と計算」（４）除法 

３ 単 元 の 目 標  

（１）割り切れない場合の除法の意味や余りについて理解し、それが用いられる場合について知り、 

その計算が確実にできる。 

（２）割り切れない場合の除法の計算の意味や計算の仕方を考えたり、割り切れない場合の除法を日常

生活に生かしたりすることができる。 

（３）割り切れない場合の除法に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理 

   のよさに気付き生活や学習に活用しようとしている。 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 ・包含除や等分除など、除法の意味について理解し、それが用いられる場合に 

ついて知っている。 

・除数と商が共に１位数である除法の計算が確実にできる。 

・割り切れない場合に余りを出すことや、余りは除数より小さいことを知っている。 

思考・判断・表現 ・除法が用いられる場面の数量の関係を、具体物や図などを用いて考えている。 

・余りのある除法の余りについて、日常生活の場面に応じて考えている。 

主体的に学習に 

取り組む態度 

・除法が用いられる場面の数量の関係を考え、具体物や図などを用いて考えようと 

している。 

・除法が用いられる場面を身の回りから見付け、除法を用いようとしている。 

 （わり算探し」など） 

◆授業中に行うことのできる評価方法は？ 

・ブロック操作    ・ノートの記述内容  ・児童の話合いの様子 

 

◆授業後に行うことのできる評価方法は？ 

・ノート等の記述内容の分析、適用問題の解決状況の分析などを用いる。     算数日記 

・「主体的に学習に取り組む態度」について、「算数日記」などで把握する。 

 

◆【観点別学習状況の評価の総括】について 

☛ 単元ごとに総括したのち学期ごとに総括しても、 

幾つかの単元をまとめて一括して学期ごとに総括しても、 

いずれでもよい。 

 

本単元の評価方法としては，主に授業中に行うことのできる方法として，余りのある除法の意味 

や計算の仕方を考える学習活動（ブロック操作【図１】やノートの記述内容【図２】）の観察，児童 

の話合いの様子【図３】や発表の様子，更に互いの発表について発言する様子の観察などを行う。 

また，主に授業後に行うことのできる方法として，ノート等の記述内容の分析，適用問題の解決状 

況の分析などを用いる。 

【観点別学習状況の評価の総括については，単元ごとに総括したのち学期ごとに総括しても，幾つ 

かの単元をまとめて一括して学期ごとに総括しても，いずれでもよい 

 

 

 

 

 

参考:「学習評価の在り方ハンドブック」国立教育政策研究所教育課程研究センター 
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【中学校 総合的な学習の時間】 

１ 単元名     人はなぜ働くのだろう？ 

          ～仕事を通して自己の生き方を考える～ （第２学年） 

２ 内容のまとまり 「勤労」 

３ 単元の目標  

  ○地域の仕事や、その仕事に取り組む人々に関する探究的な学習を通して、働くことの意味と 

自分自身の生き方との関わりに気付き、働くことの意味を自分との関わりで考えるとともに、 

今後の学習や生活の在り方に積極的に生かすことができるようにする。 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 ・働くことの意味について、収入を得るため以外にも、自分自身や他人のためにな

っていること、地域社会のためになっていること、それらは自己の成長とともに

見いだすことができることに気付いている。 

・収集した情報を手際よく分類し、分かりやすい方法で表している。 

・働くことの意味を考える学習が、将来の職業選択のみならず、今後の自分自身の

生き方に深く関わっていることを理解している。 

思考・判断・表現 ・働くことの意味について、自分たちの考えと実際に働いている人々との考えの隔

たりから、自分自身で課題を設定し、見通しをもっている。 

・他者に自分の考えが伝わるように、目的に合わせて情報を分類したり、効果を意

識して表現方法を組み合わせたりしている。 

・相手や目的に応じて自分自身の考えをまとめ、適切な方法で表現している。 

主体的に学習に 

取り組む態度 

・課題解決に向けて見通しをもち、粘り強く取り組み、自身の活動を振り返りなが

ら次時の活動に生かそうとしている。 

・仕事と自分との関わりに関心をもち、今後の学習や生活の在り方を積極的に考え

ようとしている。 

 

◆評価規準「知識・技能」       整理・分析時の生徒Ａのウェビングマップと記述 

インタビューやアンケートから、働く理由は｢お金のため｣ 

｢他人のため｣｢自分のため｣❶｢地域のため｣の４つであることが 

分かりました。❷一番意外だったのが、｢自分のため｣という意見です。 

今度職場体験で行く事業所の方も、｢自分の技術をさらに高めたい｣と

話していました。また、｢他人のため｣とは学校の先生とかしか考えてい

ませんでしたが、ミカン農家の方が｢このミカンを食べてくれる人のた

め｣と言っていて、❸直接会わない人も含まれるんだと思いました。 
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Ｑ＆Ａ 先生方の質問にお答えします 

 
 

Ｑ１ １回の授業で、３つの観点全てを評価しなければならないのですか？ 

Ａ１ 毎回の授業だけではなく原則として単元や題材などの内容や時間の 

まとまりごとに、それぞれの実現状況を把握できる段階で行うなど、 

その場面を精選することが重要です。 

 

Ｑ２ 「十分満足できる」状況（A）は、どのように判断したらよいのですか？ 

Ａ２ 「十分満足できる」状況（A）と判断するのは、評価規準に照らし、 

児童生徒が実現している学習の状況が質的な高まりや深まりを 

もっていると判断される場合です。 

   児童生徒の姿は多様に想定されるので、学年会や教科部会等で情報を 

   共有することが重要です。 

 

Ｑ３ 障害のある児童生徒の学習評価について、どのようなことに配慮すべきですか？ 

Ａ３ 基本的な考え方は、障害のある児童生徒の学習評価についても変わる 

ものではありません。このため、障害のある児童生徒については、 

特別支援学校等の助言または援助を活用しつつ、個々の児童生徒の 

障害の状態等に応じた指導内容や指導方法の工夫を行い、その評価を 

適切に行うことが必要です。また、指導要録の通級による指導に関して 

記載すべき事項が個別の指導計画に記載されている場合には、その写しを 

もって指導要録への記入に替えることも可能としました。                                     

  

 

  

 

 

 

参考・「特別支援学校小学部・中学部 学習評価参考資料」令和２年４月文部科学省 

・「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 教育課程研究センター 

文部科学省 国立教育政策研究所 から抜粋して改編 

  ・「学習評価の在り方ハンドブック」国立教育政策研究所教育課程研究センター 
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授業改善アシスト　手順シート

個別シート 個別比較シート 集団シート

評価規準が自動的に転記される

※学習集団として目指すものであり、全員共通

自動的に転記される

自動的に転記される

自動的に転記される

自動的に転記される

「時期」に応じた計画

集団シートの「単元全体」に入力した内容が、まとめシートに自動的に転記される

「課題・改善を要する点」が

次の時期に自動的に転記される

「単元全体」 の評価、振り返り等

「単元全体」 の計画

自動的に転記される

評価規準が自動的に転記される

※学習集団として目指すものであり、全員共通

自動的に転記される

個別シート、比較シートに自動的に転記される

各教科等実態把握シート

まとめシート

㉑ 全ての入力内容を踏まえて、「単元（題材）の評価」に入力し、次単元や次年度の単元（題材）設定に活用する

⑳ 単元全体について、

「課題・改善を要する点」を入力

⑲ 個別比較シートを参照し、学習集団として

の単元全体の「学習状況の評価・授業者の

振り返り等」を入力

⑱ 各時期の入力内容を踏まえて、単元全体の

「学習評価」「授業者の振り返り等」を入力

⑰ 「学習評価」「授業者の振り返り」及び

「前時までの課題・改善を要する点」を

踏まえて、次の時期の計画を見直し、修正

⑯ これまでの入力内容を踏まえて、

「課題・改善を要する点」を入力

⑮ 個別比較シートを参照し、学習集団として

の「学習状況の評価・授業者の振り返り等」

を入力

⑭ 各時期の終了時点で、「学習評価」

「授業者の振り返り等」を入力

⑬ 授業実践 ・ 各時期の評価、振り返り等 ※⑭から⑰を時期ごとに繰り返す

⑫ 個別比較シートを参照し、学習集団として

の「手立て、指導上の留意点等」を入力

⑪ 指導内容等を踏まえて、「手立て、

指導上の留意点等」「評価基準」を入力

⑩ 目標、指導内容等を踏まえて、

「評価規準」を入力

⑨ 個別比較シートを参照し、「学習集団の

実態」「学習集団の目標」「学習集団に

おける教科等別の目標」「指導内容」を入力

⑧ 「時期１」から設定した時期（最大「時期

４」）までの「実態」「各時期の目標」

「指導内容」を入力

⑦ 個別比較シートを参照し、学習集団として

の「手立て、指導上の留意点等」を入力、

留意する項目にチェック

⑥ 「実態」「教科等別の目標」「指導内容」

「評価規準」を踏まえ、「手立て、指導上の

留意点等」と「評価基準」を入力

⑤ 目標、指導内容等を踏まえて、

「評価規準」を入力

④ 個別比較シートを参照し、「学習集団の

実態」「学習集団の目標」「学習集団に

おける教科等別の目標」「指導内容」を入力

③ 各教科等実態把握シートの内容を踏まえて、

「単元の目標」と「指導内容」を入力

② 単元（題材）に関する各教科等について、各段階等にチェックし、「実態」「目標」を入力

① 設定シートで該当のボタンを選択し、入力のための準備をする

（８）
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（１１）
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（１３）
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（１６）



（１７）
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Ｑ＆Ａ フレームワーク活用の質問にお答えします 

 
 

Ｑ１ 一人で記載を進めなければいけないものですか。 

Ａ１ エクセルファイルとなっているので、校務サーバー等で管理ができれば、複数人で 

作成、活用することが可能です。 

 

Ｑ２ 教職員の中で、情報の共有はどのようにしたら良いですか。 

Ａ２ フレームワークは、実態、目標、支援内容、評価まで記載できるものです。 

   単元設定前の児童生徒の実態の把握、単元設定時の単元の目標、評価規準の設定など、

どの場面においても情報共有ができます。また、目標に基づいた評価ができるので、

授業の振り返り材料、次単元等へのヒントにもなります。 

 

Ｑ３ まとめシートは、どのように活用したらよいですか。 

Ａ３ まとめシートの大部分は、個別シート、集団シートで記載されたものが転記される 

仕組みとなっています。反省点等を確認し次の単元等に生かすことができるように 

なっています。 

 

Ｑ４ 記載する箇所が多いのですが、すべての欄をきちんと埋める必要があるのでしょうか。 

Ａ４ 実態把握に基づく、しっかりとした目標や評価規準、評価基準を立てることは目標と

評価の一体化において大切です。しかし、単にフォームを埋めることにとらわれてし

まうと、負担感も増えてしまうので、活用する視点での利用をお勧めします。 

 

Ｑ５ 「時期１～４」の時期の分け方は、どのように決めたらいいのでしょうか。 

また、「時期４」まで決めなくてはいけないのでしょうか。 

Ａ５ 「時期」は、最大「時期４」まで入力できますが、全部決めなくてかまいません。 

単元全体をイメージするためのものです。「時期」は、「時期３」まで入力して余裕を

もたせておき、足りなかったことを追記するという使い方も考えられます。 

    〇「期間に応じて分ける」という方法 … 「合わせた指導」 

    〇「内容に応じて分ける」という方法 … 「教科指導等」 

・千葉県教育委員会からは、 

「思考し、表現する力」を高める実践モデルプログラムとして、 

       ❶見いだす  ❷自分で取り組む  ❸広げ深める  ❹まとめあげる 

       と挙げられています。 

 

（２３）


